
農学部キャンパスの野鳥（1988～1989）

第1報　生息環境と野鳥の種類

堤　将和・松沢安夫

　茨城大学農学部の施設整備は着々と進行し，来年度は

いよいよ本館建設が始まる予定である。その概要は，現

乙地区に教育，研究，事務などに関する建物が集中しア

カデミック・ゾーンとなり，現甲地区には体育館，課外

活動施設，運動場などが整備されてアクテKビテK・ゾー

ンとなる，ということである。したがって，実際に工事

が始まると，現在の建物はすべて取り壊されるとともに，

樹木の伐採，移植が行われる。また圃場も移動を余儀な

くされ，農学部キャンパスは大きな変貌をとげることに

なる。このような環境変化は，現在の環境に順応し，依

存して生活する野鳥に対しても少なからず影響を与える

ものである。そこで著者らは，この環境変化による野鳥

の生態変化を明らかにするため，現在の農学部キャンパ

スに生息する野鳥の調査を前以って行うことにした。特

に本年度は現農学部キャンパスが従来の姿で残る最後の

年でもある。このような意味において，本調査結果は施

設整備による環境変化を知るうえで貴重な基礎資料とな

るので，ここに整理して報告するものである。

　　　　　　　　〔調査方法〕

1）調査区域の概要

　図1に記載しているように，今回調査した区域は農学
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乙地区

①事務庁舎

②図書館

③温室

④4号館
⑤圃場

⑥本館研究棟

⑦6号館
⑧8号館
⑨植物園

⑩廃水処理施設

⑪動物放牧場

⑫学生寄宿舎

⑬1号館
⑭運動場

⑮馬場

⑯附属農場施設

⑰パドック

⑱プール

⑲テニスコート

図1　調査コースと樹木の分布状況

　　　　　調査コース　：i：i：i：樹木（高木，亜高木）

一　le3　一



茨大農学術報告第37号（1989）

部キャンパスの甲地区（43，763rn2）と乙地区（71，440m2）

である。

　甲地区には各研究棟，事務庁舎，図書館，温室，職員

宿舎などがあり，本館研究棟，4号館，図書館が二階建，

他はすべて平屋で，主要建物の総面積は約6，200m2であ

る。本館横にはアオギリ，シイ，クロガネモチ，エン

ジュ，タイサンボク，ユリノキ，シロダモ，アメリカフ

ウ，カクレミノ，スズカケノキ，スギ，マツ，トベラ，

ナラ，ピラカンサなどの樹木がある。図書館裏にはマツ，

アオギリ，イチョウ，スギ，ツゲ，ヒマラヤスギなどが，

4号館周辺にはヒノキ，アオギリ，エノキなどが，本館

と6号館の問の庭にはカキ，ツガ，スズカケノキ，イチョ

ウ，マツ，カエデなどが多い。その他，アサガオ圃場に

隣接してクリ林（25本）がある。職員宿舎の周辺にはカ

キ，ビワ，ネズミモチ，ムクゲ，マサキなどの潅木があ

る。圃場は牧草や稲，野菜類が主で，一部トウモロコシ

など背の高い作物も栽培されている。

　乙地区には研究棟，講義棟，学生寄宿舎，附属農場施

設などがあり，2号館，学生寄宿舎は二階建，他の建物

はすべて平屋で，主要建物の総面積は約4，700m2である。

馬場は運動場に接し，この附近は大きく開けた空地に

なっている。附属農場施設の中には家畜のパドック，こ

れに接してテニスコート，壊れた競泳用のプールがあり，

これらはサクラやヒマラヤスギ，ヒノキ，マツ，カエデ

などで取り囲まれている。また，馬房の周辺にはスズカ

ケノキ，ポプラ，ハルニレ，ヒマラヤスギなどがあ。植

物園から動物放牧場，学生寄宿舎横にかけては最も樹木

が多い地域となっている。植物園はヒノキやスギ，タケ

林で周辺を囲まれ，その中にスダジイ，イチョウ，ウメ，

モチノキ，キンモクセイ，ヒマラヤスギ，カエデ，ヒバ，

サクラ，ツゲ，マキ，カキなどの樹木が散在し，中心部

は上空が望める空地となっている。動物放牧場には現在

山羊が放牧され，ヒノキ，エノキ，カエデ，クリ，ウメ

などの樹木があり，日陰を提供している。学生寄宿舎横

にはエノキ，オニグルミ，サクラ，マツ，クリなどがあ

る。時折下草が刈られるので樹木の下は草地となってい

る。

　なお甲地区と乙地区との間に県道がある。県道は阿見

町の主要道路（歩道付，片側！車線）でもあり，交通量

も多い。歩道にはヒラドッツジ，ドウダンツツジ，シャ

リンバイ，アベリヤ，レンギョウ，クチナシ，ヒュウガ

ミズキなどが植えられ，また，クスノキ，サクラの幼木

が植えられ並木となっている。その両側のキャンパス内

にはヒマラヤスギ，サクラ，サンゴジュ，カエデ，ヒノ

キ，シノブヒバなどが植えられている。

2）観察道具

　野鳥の観察，識別は主に双眼鏡（ニコン9×30）で行っ

たが，必要に応じて望遠鏡（コーワ25×60）も使用した。

なお，「鳥630図鑑」1＞を携帯し，野鳥識別のための参考書

とした。

3）調査方法

　農学部キャンパス（甲と乙地区）の野鳥の生息調査は，

草原の野鳥の生息調査において多用されるベルト・トラ

ンセクト・センサス法2）に準じて行った。つまり，一定の

調査コース（図1）を決め，その両側に出現する野鳥の

種類と数を地図上に記入し，集計した。この調査は毎月

最低2回行った（以後この調査をBT調査とする）。ま

た，昼休みの散策や登下校時などで観察された野鳥もそ

の都度地図上に記入し，集計した（以後この調査を随時

調査とする）。その結果，今回の調査回数は，BT調査を

28園，随時調査は101回で，合計129回となった。調査は

1988年！0月から1989年9月まで行った。調査日と調査時

間は一定していないが，BT調査はおおむね日曜日と祝

祭日の午前10時頃から12時頃までの間に行い，調査時間

は約1時間程度であった。

〔調査結果ならびに考察〕

1）農学部キャンパスで確認された野鳥

　今回の調査において農学部キャンパスで確認された野

鳥は，表1に記載した！7科28種であった。1回のBT調査

で，通常数羽は確認できる野鳥としてスズメ，ヒヨドリ，

ムクドリ，ツグミ，カシラダカなどがあり，コジュケイ，

カッコウ，ホトトギス，キセキレ・イ，アカハラ，シロハ

ラ，ウグイス，ホオジロ，アオジなどは出現しても1～2
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堤ら：農学部キャンパスの野鳥（1988～1989）

表1　農学部キャンパスの野鳥

分類・和名 学　　名，　英　　名

サギ科

　　コサギ

キジ科

　　コジュケイ

ハト科

　　キジバト

カッコウ科

　　カッコウ

　　ホトトギス

ツバメ科

　　ツバメ

セキレイ科

　　キセキレイ

　　ハクセキレイ

ヒヨドリ科

　　ヒヨドリ

モズ科

　　モズ

ヒタキ科

　　ジョウビタキ

　　ウグイス

　　アカハラ

　　ソロパフ

　　ツグミ

エナガ科

　　エナガ

シジュウカラ科

　　シジュウカラ

メジロ科

　　メジw

ホオジロ科

　　ホオジロ

　　カシラダカ

　　アオジ

アトリ科

　　カワラヒワ

　　シメ

ハタオリドリ科

　　スズメ

Egretta　garzelta，　Li　ttle　Egret

Bambz・tsicola　tlzoracica，　Chinese　Bamboo　Partridge

St吻topelia　oアientalis，　Eastern　Turtle　Dove

Cztculus　canorzas，　European　Cuckoo

Cztcbl／us　Poliocopha／us，　Little　Cuckoo

Hirundo　rztstica，　House（Barn）　Swallow

Motacilla　cinerea，　Grey　Wagtail

Motaci／la　a／ba，　Pied　（Whke）　Wagtail

HyPsipetes　amaurotis，　Brown－eared　Bulbul

Lanizas　bucophalbls，　Bull－headed　Shrike

Phoenicur”s　auroreus，　Daurian　Redstart

Cettia　diPlzone，　Japanese　Bush　Warbler

Tztrdus　cimysolazas，　Brown　Thrush

Totrdbls　Pallidzts，　Pale　Thrush

Tu7dzts　naztmanni，　Dusky　Thrush

Aegithagos　ca”datus，　Long－tailed　Tit

Parus　mojor，　Great　Tit

Zbε伽ψs吻。癬多‘s，　Japanese　White－eye

Emberiza　cioides，　Siberian　Meadow　Bunting

Ember’i2a　rustica，　Rustic　Bunting

Emberiza　sPodocePhala，　Black－faced　Bunting

Carduelis　sinica，　Oriental　Greenfinch

Coccothrazcstes　coccothraustes，　H　awfinch

Passer　montanzas，　Tree　Sparrow
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ムクドリ科

　　ムクドリ

カラス科

　　オナガ

　　ハシボソガラス

　　ノ＼シブトガラス

Sturnzts　cineraceus，　Grey　Starling

CyanoPica　cyana，　Azure－winged　Magpie

Corvets　corone，　Carrion　Crow

Corvits　mac70rhynclzos，　Jungle　Crow

※野鳥の和名・学名・英名は文献！）の記載に従った。

羽程度であった。

　野鳥の種類は，植物園から動物放牧場にかけて多く，

特にカシラダカ，メジロ，コジュケイはこの地域で確認

された。農学部キャンパスにはモズとジョウビタキがそ

れぞれ3～4訪いるようであるが，これらは職員宿舎の

周辺，本館と6号館の問の庭，クリ林の近く，植物園か

ら動物放牧場付近をテリトリーとしていた。またこれら

の2種の野鳥のテリトリーは重なっていた。キセキレイ

は8号館の北側から廃水処理施設付近で1羽見られ，こ

の地域をテリトリーとしているようだった。農学部キャ

ンパスで見られた野鳥の中で，テリトリー性をもつ鳥と

しては，モズやジョウビタキ，キセキレイの他に，ウグ

イス，エナガ，ホオジロなどがある。これらの野鳥のテ

リトリー性の内容はそれぞれ異なっているので，一括し

て論ずることはできないが，一定面積での生息数を制限

する機能はもっているので，農学部キャンパス内で多く

の出現数を期待するのは難しいと思われる。ムクドリは

甲，乙地区のやや開けた所に多く，群れで見られること

が多かった。ヒヨドリは通常植物園の暗い所（樹木内や

タケ林など）に多く生息しているが，曇天や雨天の日に

はキャンパス内の樹木でもよく見られた。カラス類とし

てはハシボソガラス，ハシブトガラスを圃場のゴミ捨場

付近でよくみかけたが，オナガはキャンパス内の樹木を

飛び回っていた。ツグミは圃場，動物放牧場，附属農場

施設のパドックで多く観察された。スズメは建物の周辺

に多く，また静かな所より人の集まる所に多かった。1989

年9月23日昼（晴れ），BT調査コース内（1号病前）

で，弱っているカッコウ（亜成鳥）1羽を捕獲した。練

餌〔キゼットフード（缶詰），蜂蜜，総合ビタミン剤の混

合物〕，砂糖水，水を強制的に投与して飼育した。9月27

日朝（晴れ），元気な様子であったので放鳥した。

　なお，農学部キャンパスから直線距離で約9kmのとこ

ろに洞峰公園がある。洞峰公園はつくば市の南部に位置

し，その面積は20ha，公園の中には洞峰沼（3．2ha）があ

る。また，洞峰公園はいくつかの研究機関敷地や赤塚公

園（8．6ha）に隣接しているので，都市部の緑地としては

豊富な自然が残されている。したがって，農学部キャン

パスと洞峰公園とを単純に比較することはできないが，

野鳥の生息環境としては農学部キャンパスに類似してい

る面もあるので，参考のために洞峰公園で確認された野

鳥を表2に示した。なお，この調査結果は，1985年6月

から1988年12月分での間に行われた日本野鳥の会茨城支

部の月例探鳥会記録3）をまとめたものである。ここで確

認された野鳥の種類は，農学部キャンパスで未確認の野

鳥を今後予測する上で大いに役立っものと思われる。

　表2から明らかなように，洞峰公園で確認された野鳥

は28科68種である。この中には農学部では見られない沼

や葦原の野鳥も含まれているので，これらの水辺に多い

野鳥を除くと23科52種となるが，それでも農学部キャン

パスで見られる野鳥より6科24種多いことになる。例え

ば農学部キャンパスでの調査において，タカ科やハヤブ

サ科の野鳥が全く確認されなかった。その理由として，

これらの野鳥は比較的高い上空を通過する際に確認され

ることが多いので，発見するチャンスに恵まれなかった

事があげられる。洞峰公園ではタカ科やハヤブサ科の野

鳥5種が確認されているので，農学部キャンパスでも今

後これらの野鳥を発見できる機会はあると思われる。ま

た，コゲラ，ヒバリ，セグロセキレイ，ビンズイ，マヒ
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堤ら　農学部キャンパスの野鳥（1988～！989）

表2　虚宿公園の野鳥

分類・和名 学　　名，　英　　名

カイツブリ科

　　カイツブリ

サギ科

　　アマサギ

　　ダイサギ

　◆コサギ

　　ゴイサギ

　　ヨシゴイ

タカ科

　　オオタカ

　　サシバ

　　ノスリ

ハヤブサ科

　　チョウゲンボウ

　　ハヤブサ

カモ科

　　コハクチョウ

　　ヨシガモ

　　コガモ

　　カルガモ

　　マガモ

　　ハシビロガモ

　　オナガガモ

　　ホシハジve

キジ科

　　キジ

　◆コジュケイ

クイナ科

　　ノぐン

チドリ科

　　コチドリ

　　タゲリ

シギ科

　　イソシギ

カモメ科

　　コアジサシ

ハト科

　◆キジバト

TctchybaPtzts　ntficol／is，　Little　Grebe

Egretta　ibis，　Cattle　Egret

Ardea　ct／ba，　G｝一eat　Egret

Egrettct．crarzetta，　Little　Egret

N．vcticorctx’　nycticof’ax，　Blac｝〈一crowned　Night　Heron

Lyob72vchits　sinensis，　ChiRese　Little　Bittern

Accipitei’genti／is，　Northern　Goshawk

Bitt（tstiti’　i7idiczts，　Grey－faced　Buzzard　Eagle

Bitteo　bitteo，　CommoR　Buzzard

Fct／co　tinnztnczt／t・ts，　Coniinon　Kestrel

，Fct／co　Peregrinz・ts，　Peregrine　Falcon

Cygmts　betuickii，　BewickCs　Swan

Anas　fa／cata，　Falcated　Duck

Anas　crecca，　Common　Teal

Anas　Poecilorlayncha，　Spot－billed　Duck

、肋asρ劾ノ吻ηnchos，　Mallard

Anas　c／Jipeata，　Common　Shovelier

Anas　acccta，　Pintail

／iy〃ひノαノ乙7ゼフ¢α，　European　Pochard

Phasianits　vei’sicolor，　J　apanese　〈Green）　Pheasant

Bambztsicola　thoracica，　Chinese　Bamboo　Partridge

Gallinztla　chloroPzts，　Moorhen

Clza7’adrizts　dmbizts，　Little　Ringed　Plover

Vanellzts　vanellzts，　Lapwing

Actitis　／cyPolettcos，　Common　Sandpiper

Sterna　albip’ons，　Little　Tern

StrePtopelia　07’ientalis，　Eastern　Turtle　Dove
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カッコウ科

　◇カッコウ

　◇ホトトギス

アマツバメ科

　　アマツバ’メ

キツツキ科

　　アリスイ

　　コゲラ

ヒバリ科

　　ヒバリ

ツバメ科

　◇ツバメ

セキレイ科

　◇ハクセキレイ

　　セグロセキセイ

　　ビンズイ

ヒヨドリ科

　Qヒヨドワ

モズ科

　◇モズ

ヒタキ科

　◇ジョウビタキ

　　トラツグミ

　◇アカハラ

　◇シロハラ

　◇ツグミ

　◇ウグイス

　　ヤブサメ

　　オ凝血シキリ

　　センダイムシクイ

　　キクイタダキ

　　セッカ

エナガ科

　◇エナガ

シジュウカラ科

　◇シジュウカラ

メジロ科

◇メジロ

ホオジロ科

◇ホオジロ

◇カシラダカ

Cz．tculz・ts　canonts，　European　Cuckoo

Cicczt／z・ts　Po／iocePha／zts，　Little　Cuckeo

APus　Pacificzts，　Northern　White－rumped　Swift

lynx　torqz，til／a，　Wryneck

Picoides　leintki，　Japanese　Pygmy　Woodpecker

A／aztda　aruensis，　Skylark

Hintndo　rztstica，　House（Barn）S“rallow

？Yfolaci／／a　a／ba，　Pied　（X，Vhite）　“JagtaH

Motaci／／a　gi’unc／is，　Japanese　Pied　XVagtail

ん〃～～tS　koc／g’so］・z～，　Indian　Tree　Pipit

HJ，Psz7）etes　an・zazti’otis，　Brown－eared　Bulbul

Laniz，ts　bz・tceP／za／its，　Bull－headed　Shrike

Phoenicztrzts　aztroreits，　Daurian　Redstart

Zoothera　dauma，　Whitets　Thrush

Ticrdzts　clz7　vsolazts，　Brown　Thrush

Tbtrdz・ts　Pa／／idzts，　Pale　Thrush

Tz，trdus　naztmanni，　Dusky　Thrush

Cetlia　dip／zone，　Japanese　Bush　Warbler

Cettia　squameicePs，　Short－tailed　Bush　Warbler

Acrocopka／zts　orienta／is，　Oriental　Great　Reed　Warbler

PI？」，／loscoPz・ts　coronatzts，　Eastern　Crowned　XVillow　XVarbler

Regz・t／zcs　regu／zts，　Goldcrest

αs伽／a加2cidis，　Fan－tailed　Warbler

Aegit／za／os　caotdatzts，　Long－tailed　Tit

Pantsアフ2のりろ　GreaもTit

ZosteroPs　imponicus，　Japanese　White－eye

Emberdea　cioides，　Sjberian　Meadow　Bunting

E漉物凋肱R・・ti・B・nti・g
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　◆アオジ

　　古町ジュリン

アトリ科

　◆カワラヒワ

　　マヒワ

　　ベニマシコ

　　アトリ

　◆シメ

ハタオリドリ科

　◆スズメ

ムクドリ科

　◆ムクドリ

カラス科

　　カケス

　◆オナガ

　◆ハシボソガラス

　◆ハシブトガラス

Emberiza　sPodocePhala，　Black－faced　Bunting

Emberi2a　sclzoeniclzts，　Reed　Bunting

Carduelis　sinica，　Oriental　Greenfinch

Cardztelis　sPinzts，　Siskin

Uragzts　sibirictts，　Long－tailed　Rose　Finch

Fringilla　montip’ingilla，　Brambling

Coccotlzmz・tstes　coccotlzrctztstes，　H　awfinch

Passer　7・nontanzts，　Tree　Sparrow

Stztrnzts　cinei’acezts，　Grey　Starling

Ga7”ntlzts　glandarizts，　Jay

CyanoPica　ayana，　Azure－wiRged　Magpie

Corvits　corone，　Carrion　Crow

Corvits　mcecrorhyi・zchos，　Jungle　Cirew

◆：農学部キンパヤスでも確認された野鳥

ワ，アトリなども農学部キャンパスで出現が期待できる

野鳥である。

　※〔服部（日本野鳥の会茨城支部）は，洞峰公園で確

認された野鳥は過去5年間でIOOPt以上になる，と報告し

ている4）。〕

2）農学部キャンパスの月別野鳥分布

　野鳥の中には年間を通して確認できる野鳥（留鳥）も

いるが，渡り鳥として夏鳥あるいは冬鳥もいる。したがっ

て，農学部キャンパスで確認された野鳥を月別にまとめ

てみた。農学部キャンパスでの場合，野鳥の種類は夏期

よりも冬期に多く，最も多く見られた月は2月であった

（表3）。

　表3から明らかなように，キジバト，ハクセキレイ，

ヒヨドリ，スズメ，ムクドリ，オナガ，ハシボソガラス，

ハシブトガラスの8種は年間を通して農学部キャンパス

で見ることができた。なお，コサギ，コジュケイ，キセ

キレイ，モズ，ウグイス，エナガ，シジュウカラ，ホオ

ジロ，カワラヒワのような野鳥は本来留鳥でもあるので，

未確認の月があるのは調査員の不足や調査時間の偏りな

どに原因があると思われる。また，モズやショウビタキ

などは強いテリトリー性をもっため，狭い地域では生息

数が限られる。このためにこれらの鳥との出会いの頻度

は当然少なくなり，未確認の月がでる原因の一一つと考え

られる。

　代表的な渡り鳥であるツバメ（夏鳥）の初認は4月18

日，終認は9月15日であった。冬鳥であるカシラダカの

初認は12月11日，終認は4月25日であった。ツグミの場

合は11月6日から5月2日，ジョウビタキの場合は10月

！e日から4月12日であった。

3）ヒヨドリ，スズメ，ムクドりの月別分布

　ヒヨドリ，スズメ，ムクドリは農学部キャンパスにお

いていつでも見ることができる。しかしBT調査の結果

を月別に集計すると，ヒヨドリ，ムクドリではある時期

に羽数が増加した（図2）。なお，図2の結果は月2回の

BT調査の合計羽数で示したも．ので，月3回BT調査を

行った場合は合計羽数の2／3をその月の合計羽数として

示した。

　図2から明らかなように，ヒヨドリは1月から4月に
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表3　農学部キャンパスの月別野鳥分布

和名

年
月

1988

P0
　　！989
P1　　　　12　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6　　　　　7　　　　　8　　　　　9

コサギ ◎ ◎　　◎　　　　　　　　◎　　　　　◎

コジュケイ ◎　　◎

キジバト ◎ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

カッコウ

zトトギス

　◎　　　　　　　　◎

掾@　◎

ツバメ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

キセキレイ

nクセキレイ ◎

◎　　◎　　　　　◎　　◎　　　　　◎　　◎

掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

ヒヨドリ ◎ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

モズ ◎　　◎　　◎　　◎

ジョウビタキ

Aカハラ

V日出ラ

cグミ

Eグイス

◎
◎

◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

@◎　　◎
@◎　　◎　　◎
掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　　　　　　　　　　◎

エナガ ◎　　◎　　◎　　　　　　　　　　　　　　◎

シジュウカラ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

メジロ ◎　　◎　　◎

ホオジロ

Jシラダカ

Aオジ

　　◎　　◎　　◎
@◎　　◎　　◎　　◎　　◎
掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

カワラヒワ

Vメ

　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

掾@　◎

スズメ ◎ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

ムクドリ ◎ ◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

オナガ

nシボソガラス

nシブトガラス

◎
◎
◎

◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

掾@　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎　　◎

月別出現種の総数 11 14　　　　18　　　　21　　　　23　　　　18　　　　16　　　　15　　　　14　　　　13　　　　14　　　　11

◎　野鳥が確認された月を示す

かけ急増し，5月に急減した。夏期は比較的少なく，秋

から冬にかけ徐々に増加の傾向を示した。本来ヒヨドリ

は夏になると森林のある山地に移動してそこで繁殖し，

冬になると平地部に移って越冬する典型的な漂鳥であっ

たが，最近は夏でも平地部で営巣・繁殖し留鳥化してい

る5）。農学部キャンパスのヒヨドリは1月から4月にか

け多数生息し，5月以降急に少なくなることから，漂鳥

としての生活パターンを示しているが，少数ながら夏に

繁殖していることから，ヒヨドリの留鳥化は農学部キャ

ンパスでも着実に進んでいるものと思われる。なお，5

月以降農学部キャンパスから外部に移動したとみられる

ヒヨドリの行方については，いまのところはっきりしな
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羽

数
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　　　　．／“
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　　　　　　　　kl

　　　諭　1・？，，INリ

ニソ　レレ果
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　　　10　12　2468
　　　　　　　　　年　月

図2　ヒヨドリ・スズメ・ムクドリの月別分布

い。今後の検討課題の一一つであろう。

　ムクドリは12月頃から増加の傾向を示し，3月から5

月にかけ最大羽数となり，6月には急減した。ムクドリ

の場合，繁殖期は抱卵，抱雛，給餌のため比較的狭い行

動圏で巣単位の生活となるが，繁殖期が過ぎれば群れの

形成が行なわれる。昼間の採餌中の群れは小群であるが，

日没時にはねぐらへ移動し，何千，何万という大群とな

ることも珍しくない6）・η。農学部キャンパス近くでは洞峰

公園が有名で，公園内のある限られた場所に集団ねぐら

がみられる。このようなことから繁殖期終了後の6月下

旬頃に農学部キャンパスから多くのムクドリが姿を消す

原因の一つとして，周辺地域での群れの形成ならびに洞

峰公園などの集団ねぐらへの移動が考えられる。また，

農学部キャンパス（甲，乙地区）内にはムクドリの餌と

なるものが少ないので，周辺地域の果樹園などへの移動

も考えられ，気になるところである。

　ヒヨドリやムクドリの月別羽数の推移は，その年の気

象や餌となる木の実などの状況によっても影響されるの

で，月別分布調査は今後も続け，この度の調査結果が今

年度だけの特異的な現象かどうかを明らかにしたいと

思っている。

　なお，1989年1月9日朝（小雨）の随時調査で，約120

羽以上のヒヨドリが職員宿舎と4号館前のネズミモチに

群がっていた。ネズミモチの実が食べ尽くされた午後に

は，ヒヨドリの姿はみられなかったことから，餌を求め

て移動している群が一時的に留まったものと思われる。

また，同年9月13冒朝（曇り）の随時調査で約50羽以上

のムクドリの群れが，同年9月27日朝（曇り）には約70

羽以上のムクドリの群れが温室・4号館付近で観察され

た。この場合も一時的な群れの通過と思われる。

　農学部キャンパス．のスズメは年間を通してある範囲の

羽数に保たれていた。スズメは比較的狭い範囲で一生を

過ごす定住性の強い鳥として知られ，定住場所としては

人為環境に適応する習性から，通常，人家の多い地：域が

選ばれる。しかし，幼鳥は必ずしも生まれた場所に留ま

らず，新たな定住場所を探す。ときには予想外に遠方ま

で移動することが知られている8＞9）。農学部キャンパスで

もスズメは春から夏にかけて繁殖しているため，繁殖期

終了直後の羽数は当然増加するはずであるが，農学部

キャンパス周辺は住宅地でもあり，適当に開けた田畑も

あるので，幼鳥の移動は比較的速やかに行われるであろ

う。また，このことが農学部キャンパス内のスズメの羽

数をほぼ一定にしている要因かもしれない。

　なお，前述のように，スズメは人為環境に適応して生

活する鳥であるから，将来農学部キャンパスが大きく変

わった時に，最初に影響を受ける野鳥となるかもしれな

いので，今後も調査を続けていきたいと思っている。

　　　　　　tr　rk　sftr
　野鳥の生態は地形や植生に大きく左右されるし，気象

の変化に対しても敏感である。したがって，地域の野鳥

の生態を明らかにするためには，その地域の植物の分布

状況や昆虫の動態，気象の変化など長期に渡って調査し，
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総合的に判断することが重要である。農学部において，

一年間を通して野鳥の調査が行われたのはおそらく今回

が初めてであろうが，将来は有志の協力を得て，農学部

全体（甲，乙地区や農場地区）の野鳥の生態を明らかに

していきたいと思っている。

　農学部は近年中に新生することになっている。素晴し

い建物，見事に造園された庭園は茨城大学に奉職する者

として待望するものではあるが，四季折々の花もみられ

ない，蝶や蜂が飛び交う姿も少なく，特定の野鳥の声の

みがキャンパス内にこだまするようでは，生き生きとし

た農学部とは言えないと思う。自然を対象とした教育・

研究は農学部が特に得意とする分野である。《これぞ農

学部のキャンパス》といわれるようなキャンパスを実現

したいものである。

　　　　学び舎の　夢を育む　四季の風

〔要 約〕

　農学部キャンパス（甲地区と乙地区）に生息する野鳥

の調査を行った（1988～1989）。

1）生息環境の概要

　農学部キャンパスは県道によって甲地区と乙地区に分

割されている（図1）。

　甲地区の面積は43，763㎡，主な建物の建面積は約6，200

m2である。建物の回りにはいろいろな樹木が植えられて

いる。代表的な樹木はアオギリ，シイ，クロガネモチ，

エンジュ，タイサンボク，ユリノキ，シロダモ，アメリ

カフウ，カクレミノ，スズカケノキ，スギ，マツ，トベ

ラ，ピラカンサ，イチョウ，ヒマヤラスギ，ツゲ，エノ

キ，ツガ，カキ，ビワ，ムクゲ，マサキなどである。圃

場には種々の野菜類や牧草類が栽培されている。

　乙地区の面積は71，440㎡，主な建物の建面積は4，700㎡

である。学生寄宿舎の近くに動物放牧場や植物園があり，

サクラ，ヒマラヤスギ，ヒノキ，カキ，カエデ，スダジ

イ，イチョウ，ウメ，モチノキ，キンモクセイ，ヒバ，

ツゲ，マキ，エノキ，クリ，オニグルミ，サンゴジュな

ど多種多様な樹木が植えられている。運動場や馬場も乙

地区にある。

2）調査は双眼鏡と望遠鏡を用い，ベルト・トランセク

ト・センサス法に準じて行った。調査はベルト・トラン

セクトで28回，随時調査101回，合計！29回となった。

3）農学部キャンパスで確認された野鳥は17科28種（表

1）であった。なお洞峰公園で確認された野鳥

（1985～1988）28科68種（表2）を記載し，今後農学部

キャンパスで確認できそうな野鳥を予測した。

4）農学部キャンパスの野鳥の月別分布をまとめてみた。

キジバト，ハクセキレイ，ヒヨドリ，スズメ，ムクドリ，

オナガ，ハシボソガラス，ハシブトガラスの8種は年間

を通して確認することができた。シジュウカラ，ホオジ

ロ，カワラヒワ，モズなどは本来留鳥であるが，農学部

キャンパスでは年間を通して確認することはできなかっ

た（表3）。

5）ヒヨドリ，スズメ，ムクドリの生息羽数の月別推移

を調査した。ヒヨドリは1月から4月にかけて急増し，

5月に急減した。ムクドリは12月頃より増加の傾向を示

し，3月から5月にかけて最大羽数となり，6月に急減

した。スズメは年間を通して大きく増減することはな

かった。
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